
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 最近、感動したことは何ですか。 
 

本校の目指す生徒像の一つに「学習：夢中になって学ぶ生徒」があります。すなわち、「自立し

た学習者」の育成を目指しています。 

「自立した学習者」の育成のために、全国の学校では「主体的・対話的で深い学び」を視点とし

た授業づくりが行われており、本校でも推進しています。ただし、学校評価などから「主体的な学

び」の側面でまだまだ課題があります。 

イソップ物語に「レンガ職人」の話があります。 

旅人が、レンガを積み上げている人に「ここで何をしているのですか」と尋ねました。 

 一番目の職人は、辛そうな表情で「レンガ積みに決まっているだろう」と言いました。 

 二番目の職人は、辛そうではなく「大きな壁を作る仕事だ。生活のためなんだ」と答えました。 

 三番目の職人は、「歴史に残る偉大な大聖堂をつくっているんだ」と目を輝かせて答えました。 

 仕事の目的をどう捉えるかで、仕事への興味・関心が変わってくることが分かります。 

 学習も同じで、やらせられて嫌々行う学習でなく、学習に意義を見いだし、自ら進んで行う楽し

い学習にしていくことのできる生徒になってほしいと願っています。 

 前置きが長くなりましたが、本校では１月に実力テスト、２月に期末テストがありました。テス

ト前の数日間、全学年で質問学習会を行いました。写真は、教室や廊下での学習の様子です。皆が

真剣に楽しそうに学問に向き合っています。 

特筆すべきは廊下での学習です。寒さをものと

もせず、ある生徒は友達同士で学び合い、ある生徒

は先生をつかまえて教えてもらっていました。 

 

 

 

 

 

 

 まさに「尾花沢の学府、ここにあり！」と、感動で胸がいっぱいになったところです。 

このような自立した尾中生が巣立ち、尾花沢の未来を創っていきます。「尾花沢の未来は明るい！」

と、うれしく思ったところです。                   （文責：工藤雅史） 

NO.1１ 令和８年２月２５日 

礼儀正しく、主体的に行動する尾中生 

尾花沢の学府、ここにあり！「自立した学習者」の育成を目指す 

尾花沢中ホー

ムページへの
QR コードで
す。尾中通信・

校長通信も掲
載しています。 



 

 

 

 

 

来年度からの中学校統合に向けて、福原中の生徒のみなさん

が安心して学校生活を送れるように、昨年度から計画的に交流事

業を行ってきました。今回は尾中の１日の生活について、福原中の１・２年生を対象に、統合

オリエンテーションを行いました。このオリエンテーションでは、登校時間や下校時間、スリン

プルプログラム、ＲＳノート、専門委員会の活動や部活動の種類などについて、生徒会役員

が活動画像などを用いてスライドを作成し分かりやすく説明しました。最後に、福原中の庄

司愛來さんから「統合までの残りの日々を大切に過ごしたい。尾中生徒会のみなさん、説明

していただきありがとうございました。」とお礼のあいさ

つがありました。統合の不安を少しでも解消して、４月

からのシン尾花沢中がスタートできるようにしたいとい

う思いで行われたこの統合オリエンテーション。市内一

校の中学校として、両校の良さがどのような化学反応

をするのかとても楽しみです。 

 

 

 

市内５校の小学６年生を対象に、新入生体験

入学が行われました。この取り組みに対しては、

本校の１年生が総合的な学習の時間を使って、

新入生に対して学校の様子や行事・部活動など

について説明をどのようにすればよいかなどを

企画・検討してきました。説明する内容ごとに担

当を決めて、文字の大きさはどうするか、どんな

色で書くか、どんな内容を説明するかなど、新入生の目線になって考え工夫して、説明の練

習もしてきました。これまでの準備の成果が表れて、

本番当日は堂々とした態度で落ち着いて説明する

ことができました。参加した新入生は、４月から始ま

る中学校生活が楽しみなようで、目を輝かせながら

聞いていました。４月から先輩となる１年生の頑張り

は、参加した先生方にも１年間の成長を示すことが

できた素晴らしいものとなりました。 



２年生が２月６日（金）に立志式を行いました。立志式とは、昔の元服

の儀（大人への仲間入り）にちなんで、中学２年生が自分の決意を誓

い、心身ともに大人になるための一歩を全員が踏み出すような式です。

私が中学生のころはこのような行事はありませんでしたが、今では、たく

さんの中学校で人生の節目の１つとして行われています。大変寒い体

育館で行われた立志式でしたが、生徒たちは自分の選んだ立志の言

葉とそれに込めた熱い思いや決意などを堂々と発表しました。生徒の発表には、将来の夢や

進路の達成について触れている内容が多くありました。また、夢や目標の達成にはあきらめ

ない心、継続することについて力強く発表していました。平日にもかかわらず、たくさんの保

護者の方に見守ってくださいましたこと、大変ありがとうございました。 

しかしながら、立志を迎えたとはいえ生徒は１３・１４歳です。まだまだ未熟な部分がありま

すので、生徒の志を叶えられるように周りの大人のサポートがこれからも必要だと思います。

家庭・地域・学校が連携して、生徒の今後のさらなる成長を後押ししていきたいと改めて感

じたところです。 

 
 

 

 

◇全国中学校スキー大会 

＊クロスカントリー競技 

  女子リレー         ６位入賞   本間鼓白（２走）  

  女子３ｋｍフリー     ４０位      本間鼓白 

  女子３ｋｍクラシカル ４２位      本間鼓白 

＊アルペン競技 

  男子スラローム   １回目ＤＮＦ   佐藤海杜 

 

◇国民スポーツ大会 

      少年女子５ｋｍ  ３５位     本間鼓白 

 

◇第１３回山科杯争奪北村山地区中学校バレーボール冬季大会      第１位（県大会出場） 

 

◇第３７回読書感想画中央コンクール山形県審査会  入選    菊地明紗 

 

文責：教頭 柴田寛 



３月の行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立高校入試 

 3月 7日（土）公立入学者選抜試験が行わ

れます。当日は、周りの生徒が自分より力が

あるように見えてきます。そんな時は、自分

が取り組んできたボロボロの自主勉強ノー

ト、色がちょっとはげたシャープペンシル、

背表紙がはがれてきたテキストなどを見て下

さい。すると、自分はこれだけ勉強頑張って

きたという自信が湧いてきます。大丈夫、あ

なたも人です

が、周りの人

も人なので

す。みんな同

じような気持

ちです。 

 

 

3年生を送る会 
 3年間の中学校生活を振り返り、卒業への思い

を馳せる素敵な会です。１・２年生が一生懸命準

備しています。3年生と過ごした1年間を振り

返り、3年生の存在の大きさを実感することでし

ょう。生徒会役員にとっては、新役員になって大

きな行事の運営になります。学校の機関車として

大きく成長する機会になるはずです。 

 

第7９回卒業証書授与式 
 学校にとって最も意義深い行事と行ってもい

い、卒業証書授与式が挙行されます。在校生、保

護者、地域の方々、先生方等たくさんの方々に見

送られ卒業します。人の支えがあって今の私がい

ます。 

 

スクールカウンセラー（SC）の来校 
 

 

 

 

 

鈴木先生・・・３月１２日 

遠藤先生・・・先月で終了 

 

3月または、春休み中でも相談希望の
方は、保健室「担当：養護教諭 中山」ま

でご連絡ください。 
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バス
時間

日 曜 行　事　な　ど
給
食

16:10
17:30

4 水 大掃除②

○ ○

○ × 15:30

3 火
考査簿提出
大掃除①

2 月 安全点検　専門委員会　心のアンケート

1 日 英語検定　2次試験

〇 ○
16:10
17:30

7 土 公立高校一般入試

16:10

6 金 ワックス掛け

○ ×

○ ○
16:10
17:30

5 木 大掃除③

〇 × 15:30

10 火

9 月 同窓会入会式　3年生を送る会

8 日

16:00

13 金
表彰式
公立高校一般入試追検査（適性）

〇 ×

○ ○
16:00
17:30

12 木 鈴木SC

16:00
17:30

11 水

○ ○

16 月 振替休業日(3月14日)

12:30

15 日

× ×

○ ×
11:50
15:00

14 土 第７９回　卒業証書授与式

11:30

19 木 学年末休業 △ 12:00

18 水
修了式（１・２年生）小学校卒業式
１・２年生：入部確認届け配付 × ×

17 火 公立高校合格発表 弁 × 15:00

23 月 リーダー研修 △ 12:00

22 日

21 土

20 金 春分の日

△ 12:00

26 木 △

12:00

25 水 離任式 △ 12:00

24 火 リーダー研修 △

29 日

28 土

12:00

27

12:00

31 火 △ 12:00

30 月 △

金

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=12092&sw=%E5%8D%92%E6%A5%AD%E8%A8%BC%E6%9B%B8%E7%84%A1%E5%9C%25

